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諮問があった再評価対象８事業については、いずれも対応方

針（原案）どおり認める。 

 

 

【参 考】 

１． 審議過程における主な意見 

 

・一般国道４９９号（栄上拡幅）道路改築事業 

斜面掘削時に道路への落石を防ぐ仮設防護柵の設置箇所

について、既存の資料により、地下に埋設されている通信

線に影響がないよう設計していたが、その後の工事中の試

掘調査で、通信線が仮設防護柵の設置に影響がある箇所に

あることが判明した。このため、柵の設置箇所や高さにつ

いて設計変更を余儀なくされたことに伴い、事業費の増額

が生じている。 

本事業だけではなく、他事業においても同様の事象が起

こる可能性があることから、既存資料の信頼性や現場状況

等により対応が困難な場合があることは理解できるもの

の、可能な限り、埋設されている通信線等のライフライン

の正確な位置を早期に把握し、事業の円滑な実施が図られ

るよう努められたい。 

   

・市道尾浦浅藻線（安神工区）地方創生道整備推進交付金 

当事業は、対馬市唯一のごみ焼却施設へアクセスする最

重要路線のバイパス工事であるが、トンネル地山が脆弱な

ことにより対策工が追加され、事業費の増額及び事業期間

の延長が生じている。 

当事業の用地買収はすでに完了していることに加え、主

要な工事であるトンネル（Ｌ＝１，４１０ｍ）についても

貫通し、令和８年度中の完成が見込まれることから、本事

業が令和９年度までに確実に完了するよう努められたい。 

 

 



 

 

 

 ２．令和７年度の審議経過 
 

・第３回委員会（令和８年２月１７日開催） 

再評価対象事業の説明及び審議 





位 置 図



別記６（再評価）

 

 

 

 

 



別記６（再評価）

 

 

※１　２回目以降の再評価の場合、「当初」は「前回」と置き換えている。

事業採択後５年経過（補助事業） 事業採択後10(5)年経過（交付金事業）

② ③(10年経過)、④(5年経過)

再評価後５年経過（補助・交付金事業） 再評価後10年経過（下水道事業）

⑧ ⑨

その他上記以外で再評価の実施の
必要性が生じた事業

⑫(水産庁)
長崎県公共事業評価監視委員会運営要領＜別記１＞より

※３　用地進捗率の上段は「事業費ベース」、下段（ ）書きは「契約（面積）ベース」である。

⑫

その他上記以外で再評価の実施の必要性が生じた事業

区分

未着工

長期継続

事業期間５年以内の事業が大幅に工期が延びる見込み
事業採択後５年経過（交付金事業）

⑥

再評価の必要性の判断基準に該当する事業
事業採択後６～９年目（交付金事業）

⑤
事業採択後10年経過

準備・計画

その他

準備・計画段階　予算化後５年経過

⑦

社会経済情勢の急激な変化等（適宜）

※２　「再評価の理由」の項目一覧

国土交通省関係事業

実施時期
事業採択後５年未着工

①

水産庁、農林水産省
林野庁関係事業

実施時期

③

再評価後 再評価実施後、工期延長または事業費増額の変更を行う事業
変更前の工期または事業費を超過する前年度まで

⑩

⑪

再評価後５年経過

⑧


